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農事組合法人すがや（吉田町吉田）
　山野草としておなじみのタラの芽の収穫の様子です。農
事組合法人すがや（代表理事　錦

にしこおり

織 満
みつる

さん）では、８年
前からタラの芽のハウス栽培に取り組んでいます。１月ご
ろには、切り取った株を水に浸け、芽の育成がはじまりま
す。そして、２月中旬には収穫できる大きさに育ち、天然
物より少し早く、市内の飲食店や道の駅に出荷されます。

タラノキは、ウコギ科の落葉低木。その新
タラノキは、ウコギ科の落葉低木。その新芽を「タラの芽」といい、天ぷらなどにし
芽を「タラの芽」といい、天ぷらなどにして食べます。山菜の王様とも呼ばれ、ほろ
て食べます。山菜の王様とも呼ばれ、ほろ苦い風味と特有の食感が人気です。
苦い風味と特有の食感が人気です。



農地法の許可申請書、届出書の様式は左記二次元コードまたは下記URLに掲載しています。
https://www.city.unnan.shimane.jp/unnan/sangyou/nougyou/nougyouiinkai/noutitetuduki.html 2

雲
南
市
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る

意
見
書
回
答
（
要
旨
）

か
ら
、
次
期
６
期
対
策
に
つ
い
て
も
、
現

在
の
取
り
組
み
組
織
を
は
じ
め
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
の
対
象
組
織
も
含
め

て
、
シ
ス
テ
ム
導
入
や
事
務
委
託
な
ど
に

よ
り
、
負
担
の
軽
減
が
可
能
な
こ
と
を
周

知
し
な
が
ら
、
広
く
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

○�

産
直
会
員
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
出
雲
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
型
産
直
を
開
設

し
、
販
路
の
拡
大
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
引
き
続
き
、
販
路
拡
充
を
図
り
な
が

ら
、
安
全
安
心
な
雲
南
市
産
農
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
、
農
家
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑵
担
い
手
農
家
の
育
成
と
支
援

○�

派
遣
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

９
月
に
協
同
組
合
ワ
ー
ク
ア
ラ
ウ
ン
ド
う

ん
な
ん
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
労

働
者
協
同
組
合
法
に
基
づ
く
、
労
働
者
協

同
組
合
を
設
立
す
る
地
域
も
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
制
度
を
活
用
し
つ
つ
、関
係
部
署
・

機
関
と
共
に
地
域
農
業
の
人
材
不
足
解
消

の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

○�

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
雲
南
市
担
い

手
育
成
支
援
室
と
、
雲
南
市
の
住
ま
い
、

仕
事
、
就
学
な
ど
移
住
へ
の
相
談
に
あ
た

る
移
住
専
門
担
当
員
４
人
と
が
連
携
し
な

が
ら
、
啓
発
や
相
談
活
動
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
な
ど
の
情
報
共
有
を

行
い
、
意
欲
あ
る
就
農
者
の
育
成
・
確
保

に
努
め
ま
す
。

⑶
荒
廃
農
地
対
策

○�

市
内
で
産
地
化
を
進
め
て
い
る
山
椒
の
生

産
は
、
荒
廃
農
地
を
活
用
す
る
う
え
で
も

有
効
な
手
段
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

　

昨
年
10
月
27
日
に
農
業
委
員
会
で
は
、
雲

南
市
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を
石

飛
市
長
へ
提
出
し
、
２
月
20
日
に
意
見
書
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
回
答
書
の

概
要
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
掲
載
し
ま
す
。

１
．
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

⑴
農
家
支
援

○�「
雲
南
市
地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
補

助
金
」
は
、
市
内
の
農
業
グ
ル
ー
プ
に
対

し
て
、
地
域
農
業
の
維
持
に
必
要
な
機
械
、

施
設
な
ど
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
令
和
６
年
度
も
、

補
助
要
件
等
を
検
討
し
な
が
ら
、
事
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○�

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
令
和

６
年
度
が
５
期
対
策
の
最
終
年
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。
農
地
の
維
持
活
動
に
と
っ
て

大
切
な
事
業
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と 石飛市長より回答書を受け取りました石飛市長より回答書を受け取りました

１
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

す
。
飼
料
用
米
や
米
粉
用
米
な
ど
土
地
利

用
型
作
物
と
合
わ
せ
て
生
産
の
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

○�

畦
畔
の
草
刈
り
、
薬
剤
散
布
、
除
草
剤
散

布
な
ど
の
労
働
力
軽
減
の
た
め
、
リ
モ
コ

ン
式
自
走
草
刈
り
機
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の

ス
マ
ー
ト
農
業
を
行
う
機
械
導
入
の
経
費

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
雲
南
市
農
業

担
い
手
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
の

加
算
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

⑴
令
和
３
年
豪
雨
災
害
の
復
旧

○�

令
和
５
年
度
末
に
お
い
て
は
、
公
共
施
設

災
害
の
約
８
割
、
農
地
や
農
業
用
施
設
災

害
の
約
４
割
が
工
事
完
了
す
る
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
の

完
了
に
は
も
う
し
ば
ら
く
か
か
る
こ
と
か

ら
、
次
年
度
も
引
き
続
き
、
全
箇
所
の
工

事
発
注
を
め
ざ
し
、
復
旧
を
進
め
ま
す
。

⑵
鳥
獣
被
害
対
策

○�

令
和
６
年
度
か
ら
、
猟
友
会
の
協
力
の
も

と
、
通
年
駆
除
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
（
従
前
３
月
か
ら
10
月
ま
で
）。
ま
た
、

新
規
狩
猟
免
許
取
得
へ
の
助
成
な
ど
も
行

い
、
猟
友
会
員
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○�

農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
設
の

ほ
か
、
更
新

分
も
新
た
に

補
助
対
象
と

す
る
予
定
で

す
。

　

�　

ま
た
、
ニ

ホ
ン
ザ
ル
へ

の
対
策
と
し

て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

装
置
に
よ
る

行
動
監
視
結

回答について説明を聞く様子回答について説明を聞く様子

２
中
山
間
地
域
に
お
け
る

農
業
の
継
続

果
を
踏
ま
え
、
サ
ル
用
大
型
捕
獲
檻
を
用

い
た
捕
獲
を
本
格
的
に
進
め
ま
す
。

⑶
畜
産
振
興

〇�

奥
出
雲
和
牛
の
生
産
体
制
を
維
持
し
な
が

ら
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
繁
殖
農
家

に
対
す
る
支
援
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
飼
料
価
格
高
騰
対
策
の
拡
充
お

よ
び
国
産
飼
料
の
自
給
率
向
上
を
図
る
た

め
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
耕
畜
連
携
の

取
り
組
み
を
含
め
た
、
さ
ら
な
る
支
援
を

国
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

⑷�

環
境
に
や
さ
し
い
農
業

○�

現
在
、
国
で
は
海
外
に
依
存
し
な
い
原
料

に
よ
る
肥
料
生
産
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
雲
南
市
に
お
い
て
も
、
国
の
施
策

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
継
続
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○�

令
和
５
年
度
は
、
雲
南
市
の
ブ
ラ
ン
ド
米

で
あ
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
や
姫
た
た
ら
焰ほ

む
ら

米ま
い

」
の
認
定
率
が
28
％
（
令
和
４
年
産

51
％
）
と
大
き
く
低
下
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
市
内
つ
や
姫
の
一
等
米
比
率
は
93
％

と
高
位
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

�　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
栽
培
暦

の
見
直
し
や
営
農
指
導
を
行
い
、
品
質
の

維
持
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
高
温
耐
性
の

あ
る
品
種
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

○�

令
和
５
年
度
か
ら
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
利

用
は
も
と
よ
り
、
総
会
、
各
種
委
員
会
な

ど
の
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
は
じ

め
、
案
内
通
知
の
メ
ー
ル
化
な
ど
で
の
活

用
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

３
農
業
委
員
会
へ
の
活
動
支
援

令
和
６
年
度

農委だより



全国農業新聞を読みませんか？
　毎週発行月額　　700円（送料、税込み）　申し込みは　農業委員会まで。3

 ３．特記事項 
⑴機械や育苗の運送経費は別途双方協議のうえで決定する。
⑵田植作業やハーベスターによる脱穀作業、籾摺作業の際、補助者が必要な場合は委託者負担とする。
⑶コンバインなどによる作業の際、稲の倒伏程度により１割倒伏・１割加算の基準で、双方協議のうえで料金を加算する。
⑷深耕、稲わらの処分など、一覧表に無いものは別途双方協議のうえで決定する。
⑸色彩選別のみの作業の際は、別途双方協議のうえで料金を加算する。

 ４．ほ場条件 
　※ほ場一区画の面積が10a以上、概ね乾田であるほ場での作業を想定して料金を算定した。
　※ほ場の「軟弱」の程度、「不整形」、「湿田」のほ場は、おおむね１割加算の基準で双方協議のうえで料金を決定する。

令和 6年度　雲南市標準農作業料金等一覧表令和 6年度　雲南市標準農作業料金等一覧表
雲南市標準農作業料金検討協議会において、次のとおり決定しましたのでお知らせします。

★この料金は標準の料金です。作業条件などにより双方協議のうえで決定してください。
★�備考欄ならびに３．特記事項、４．ほ場条件に記載してある事項については、それぞれの実情に応じて決めてください。
★ここに定めのない農作業については、双方協議のうえで行ってください。
★この標準農作業賃金・農作業料金は、令和６年４月１日から適用します。
★この標準農作業賃金・農作業料金は、消費税抜きの金額です。�

≪令和６年４月１日改定≫

 １．農作業賃金 � 雲南市標準農作業料金検討協議会
作業区分 種　別 単位 金額　（円） 備　　　　考
農 作 業 一般農作業 １日 8,000

 ２．農作業料金 � （消費税抜き）
作業区分 種　別 単　位 金額　（円） 備　　　　考

耕　　  起 10ａ 7,500 ・ほ場周囲の機械作業が困難な場所の作業は委託
者が行う

・�通し代とは、荒代、植代を同一人が受託して行
う作業である

代　掻　き
荒　　　代

10ａ
3,340

植　　　代 5,650
通　し　代 8,990

畦　塗　り １ｍ 60 ・機械作業

機械田植 一般田植機 10ａ 8,430 ・肥料は別料金
・枕地の手植え、欠株の補植は委託者が行う側条施肥型 8,900

育　　苗 硬　化　苗 １箱 880 ・種子代を含む
防　　  除 10ａ 2,320 ・農薬は別料金

刈　　取 コンバイン 10ａ 20,930 ・籾運搬費は別途
バインダー 10,470

ハーベスター 10ａ 10,470

乾　　燥
18.0％以下

30㎏
380

18.1％～ 30.0％ 830
30.1％以上 940

籾　　摺　　り 30㎏ 550
色　彩　選　別 30㎏ 370 ・籾摺りからの一連の作業料金

地　目 地域名 平均額 最高額 最低額 筆　数

田
（水稲）

雲南市全域 5,000円 11,000円 1,200円 447（80）
大 東 町 7,100円 11,000円 2,800円 18（  2）
加 茂 町 6,000円 10,000円 2,100円 21（10）
木 次 町 1,900円 4,700円 1,200円 14（  2）
三 刀 屋 町 4,300円 6,200円 3,100円 53（53）
吉 田 町 5,100円 7,000円 1,900円 338（13）
掛 合 町 3,000円 3,000円 3,000円 3（  0）

畑 雲南市全域 2,500円 6,200円 2,000円 17（  1）

≪令和５年１月～12月公告分≫

＜（　）内は物納数：10a、1反あたり＞

雲南市賃借料情報雲南市賃借料情報 令和５年（１月～12月）に締結された賃貸借における10a当りの賃借料は
次のとおりでした。

農委だより



うまいもんうまいもんうまいもん
うんなんの

シリーズ

今
回
は
こ
れ

　

農
業
委
員
会
の
情

報
委
員
メ
ン
バ
ー
の

「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
！
た
べ

て
み
ー
だ
わ
！
」
と
い

う
商
品
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

4

編 

集
後 

記

　

最
近
、
大
企
業
の
不
正
が
続

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
あ
ま

り
に
も
売
上
至
上
主
義
に
走
っ

て
し
ま
い
、
本
来
の＂
も
の
づ

く
り
＂に
対
し
て
の
愛
情
や
お

客
さ
ん
の
声
を
聴
く
こ
と
が
大

き
く
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
も
産
直
活
動
を
し
て
お

り
、
直
売
所
へ
出
荷
す
る
メ
ン

バ
ー
の
中
に
も
、
若
い
花
き
生

産
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
以
前
、
そ
の
方
の
ハ
ウ
ス

を
訪
れ
た
際
、
愛
情
た
っ
ぷ
り

で
花
と
向
き
合
う
姿
と
、
い
き

い
き
し
た
表
情
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
動
力

の
ひ
と
つ
に
は
、
自
分
の
出
荷

品
に
対
す
る
お
客
さ
ん
の
反
応

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

や
は
り
、
農
産
物
の
出
荷
も

そ
う
で
す
が
、＂
も
の
づ
く
り
＂

に
は
、
初
心
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
情
を
込

め
た
花
づ
く
り
を
マ
イ
ペ
ー
ス

で
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

　
（
小お

田だ

川が
わ　

清き
よ
し

）

お
届
け
し
ま
す
。

　
て
ご
す
る
と
い
う
方
言
を
店
の
名
前
に

し
た
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
店
長
の
板い

た

倉く
ら

千ち

恵え

美み

さ
ん
で
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
は
、
加
茂
遊
学
フ
ァ
ー

ム
に
隣
接

し
、
惣
菜

の
販
売

や
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス

を
営
む
お

店
と
し

て
、
令
和

５
年
10
月

に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し

た
。

　

お
子
さ
ん
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を

き
っ
か
け
に
学
ん
だ
分
子
栄
養
学
を
生
か

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
の
提
案
が
で

き
る
場
所
を
作
り
た
い
と
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ

を
オ
ー
プ
ン
。

　

安
全
・
安
心
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

提
供
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
米

粉
を
使
い
、
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
農
薬
を
使
わ
な
い
野
菜
も

大
切
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
板
倉

　
今
回
は
、
加
茂
町
加
茂
中

の
ＴてＥ
ＧごＯ
ＹやＡ
さ
ん
か
ら

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
身
体
に
良
い
惣

菜
を
作
っ
て
提
供

す
る
こ
と
で
、
忙

し
い
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
を
手
伝

い
た
い
」

　

Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ

を
栄
養
学
に
基

づ
き
、
体
調
に
合

わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
相

談
・
提
案
で
き
る

場
所
に
し
た
い
と

話
す
板
倉
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
、
私
た
ち

に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

�

（
佐さ

藤と
う

博ひ
ろ

子こ

） 自家製キッシュとヤンニョムチキン自家製キッシュとヤンニョムチキン
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TEGOYA
テ　 ゴ　 ヤ

TEGOYA
テ　 ゴ　 ヤ

雲南市加茂文化
ホール ラメール
雲南市加茂文化
ホール ラメール

雲南市立
加茂小学校
雲南市立
加茂小学校

加茂郵便局加茂郵便局

加茂交流
センター
加茂交流
センター

ＪＲ
加

茂
中

駅
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至 大東町→

至 大東町→

157

←至 出雲市
←至 出雲市

農業者年金 はこんな保険です

hhttttppss::////wwwwww..nnoouunneenn..ggoo..jjpp

検索詳しくは… 農業者年金基金

＊❶　60才～65歳未満の国民年金任意加入の方も加入できます。

一定の要件を満たす方には 月額最大 １万円の保険料補助

農業者なら誰でも入れる 「終身年金」 です！

加入で大きな節税効果！

保険料は 全額社会保険料控除の対象

国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

年間60日以上
農業に従事

国民年金
第１号被保険者 60才未満 *①

資格
加入

農地情報登録制度（空き農地バンク）に登録しませんか！
 

 

 

空き農地バンクのしくみ

登録 

利用者情報

申し込み 

農地情報

空き農地バンク登録制度についての相談窓口 
雲南市農業委員会TEL 0854-40-1092　または　担当区域の農業委員か推進委員へ問い合わせください

賃貸借契約は当事者間で調整や申請を行います（農業委員会でサポートします）

空き農地情報登録 

農業委員会

貸したい人（所有者） 借りたい人

　空き農地バンク登録状況
登録番号 町 所在地 地目 筆数 面積（㎡）
21-01

大東町

下佐世 畑 2 527
21-07 西阿用 田 5 3,723 
22-11 西阿用 田 1 1,345 
21-14 新　庄 田・畑 5 5,083 
22-01 須　賀 田 5 3,477 
22-06 大　東 田・畑 2 937 
※申請者別に登録しています

登録番号 町 所在地 地目 筆数 面積（㎡）
22-10

木次町

東日登 田 1 423 
21-19 上熊谷 田・畑 5 3,465 
23-01 西日登 田・畑 6 6,237 
23-07 平　田 田 3 5,379 
23-10 平　田 田 4 4,966 
23-14 平　田 田 1 1,692 
23-15 三刀屋町 三刀屋 田 2 3,056 

板倉千恵美さんと夫の寛
ひろ
志
し
さん

営業時間：
　　９時～18時
定 休 日：
　　月曜日

問い合わせ先：
　TEGOYA

℡ 090-2316-5558

公式Instagram

農委だより


